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知的障害児の自立に向けた学校における取り組みに関する一考察
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　国立特別支援教育総合研究所の報告書（平成 17 年度）によると , 全国の知的障害養護







調査では，知的障害養護学校高等部の卒業生は，平成 20 年度には 11,201 人であったが，
平成 26 年度には 16,566 人となり，約 5,000 人の増加が見られる。就職率は，平成６年度
までは 30％を超えていたが，その後 20％台となり，平成 20 年度から平成 26 年度の就職
率は 26 ～ 31％となっている。その内訳をみると，大学及び専修学校への進学率はともに





表１    知的障害養護学校高等部を卒業した生徒数及び進路（全国） 


















平成20年 11,201 86 21 307 3,046 0.8 0.2 3.7 27.2 
平成21年 12,009 85 20 279 3,144 0.7 0.2 3.2 26.2 
平成22年 13,131 82 31 311 3,442 0.6 0.2 3.2 26.2 
平成23年 13,700 83 24 267 3,689 0.6 0.2 2.7 26.9 
平成24年 14,767 74 22 265 4,068 0.5 0.1 2.4 27.5 
平成25年 16,387 83 15 274 4,952 0.5 0.1 2.3 30.2 






























































































北海道 ％ 52.1 53.7 37.4 25.8 22 16 18.3 17.7 21.1 21.9

































平成20年 754 29 6 7 126 3.8 0.8 5.6 16.7 
平成21年 753 19 7 6 133 2.5 0.9 4.2 17.7 
平成22年 805 23 7 10 147 2.9 0.9 5.0 18.3 
平成23年 804 11 7 7 138 1.4 0.9 3.1 17.2 
平成24年 881 14 5 15 186 1.6 0.6 3.9 21.1 
平成25年 968 12 9 6 200 1.2 0.9 2.8 20.7 








































































は 2.3％，都道府県教育委員会 2.2％，民間は 2.0％となっており，それまでよりも 0.2％引
き上げられた。
　厚生労働省の調査結果によると，平成 25 年度の雇用率は，国においては，2.44％で前

































































































発  達  段  階  
職 業 観 
勤 労 観 
⼩ 学 部 中 学 部 ⾼ 等 部 
図２　発達段階と勤労観，職業観の関係

























































 表３       教科「進路」学習のねらい 
「進路」学習のねらい：勤労の意義について理解するとともに，職業生活及び社会生活に必要な 
能力を高め，知識・技能・態度等の実践的な態度を育てる。 
 １年次のねらい  
   ・自己の力を理解するとともに，職場体験や職業生活に必要な学習を通じて，基礎的な知識・ 
技能・態度に関心を持つ。 
 ２年次のねらい 
   ・自己の進路を意識して，進路選択に参考となる知識，技能，態度を育てる。 
３年次のねらい 
   ・卒後を見据えて卒業後必要となる実践的な知識，技能，態度を育てる。 






























実施している学校は 50.1％，２年生で 74.5％，３年で 77.0％となっている。



















































       表４      北海道の知的障害養護学校高等部の設置形態 
設 置 年 度 
対象とする 
知的障害の程度 






















重 い 普 通 科 小･中学部に設置 (夕張高養は単独) 


































製作作業者（生産工程従事者）が，平成 22 年には約半数の 25.3％となっている。
　このような知的障害養護学校高等部卒業生の就労先職業の変化を見るため，卒業生が多
く就労している業種の変化を表５にまとめてみた。
　平成 11 年度と平成 22 年度を比較してみると，以前は少なかった「事務従事者」が，35
人から約５倍の 168 人となっており，「販売従事者」も３倍近く増加している。同じく「サー
































































     表５    知的障害養護学校高等部卒業生の就労先職業(全国）     （人数） 
年度 事務従事者 販売従事者 サービス職業従事者 生産工程・製作作業者 
平成11年 35 192 553 1426 
平成12年 34 240 550 1313 
平成13年 42 214 562 1362 
平成14年 27 207 656 1091 
平成15年 38 166 665 1092 
平成16年 49 216 655 1140 
平成17年 61 295 648 1127 
平成18年 97 298 735 1390 
平成19年 113 351 854 1412 
平成20年 112 330 784 1428 
平成21年 155 401 874 1309 




































































業  計  
医療，福祉 公 務 
平成20年 3,052 1,015 192 529 827 208 50 
平成21年 3,146 914 186 621 879 281 41 
平成22年 3,443 827 151 801 952 369 39 
平成23年 3,689 895 174 868 994 409 39 
平成24年 4,068 982 243 907 1,099 456 52 
平成25年 4,953 1,155 322 1,046 1,270 704 62 
















































































































































 在  学  期  間 役場での臨時職員の期間（原則２年） 


























































































平成 25 年度では，「雇入れ計画作成命令」の発出が 193 社，「雇入れ計画の適正実施勧告」




　国における雇用については，平成 26 年度には，40 機関のうち 39 機関で達成しているが，
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